
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 苦楽園中ブロックのめざす子供像 
①自分の思いや他者の考えを大切にし、伝え合い人とつながることのできる子ども  

②自分自身で考えて判断・行動し、仲間と共に問題を解決しようとする子ども  

③基本的生活習慣が定着しており、目標に向かって粘り強く取り組む子ども  

④学力の基礎・基本を支える学習意欲の高い子ども 

■ 苦楽園中ブロックの小中一貫教育目標 

豊かな人間性を育むために～９年間で育てる知・徳・体～ 
 

 

苦楽園中学校 

苦楽園中学校ブロック

 

「確かな学力」 
教科等指導 
教科研究委員会 
スタートカリキュラム 

「独自の取組み」 
地区ごとの教育課題
に沿った取組み 

「豊かな人間性」 
人権教育 
人権教育指導員 
地区別人権教育研修会 

「心身の健康」 
生徒指導 
小中連絡会 
地区連絡協議会 

西宮型小中一貫教育 

    苦楽園中学校・苦楽園小学校 

夙川小学校・北夙川小学校 

夙川小学校 

「つながり」による教育の推進 

 これまで培ってきた「つながる」ためのしくみを大切にし、

学習内容の関連性や連続性について研究を深めることにより、

子供たちの課題を解消し、豊かな育ちを保障していきます。 

北夙川小学校 

苦楽園中ブロックの重点取組み 
 
①夏休みに３小１中の全教師が参加する小中
一貫の会を開催する。  

②小中学校のそれぞれのホームページに小中
学校間のリンクを作成する。  

③中学校のオープンスクールの案内を校区内
の小学校４年生以上の児童の家庭に配信
し、参加を促す。  

④PTA 活動を交流し、中学校の「校内見守り隊」
に小学校の保護者が参加してもらうように
する。→中 PTA に確認  

⑤小中一貫の会の後に全体懇親会を開催し、
小学校間や小学校と中学校間の教師のつな
がりを深める。  

⑥それぞれの小学校が大切にしていることを
共有し、中学校がそれを大切に引き継ぐ。 

苦楽園小学校 


